
契 約
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参議院（以下「甲」という｡）とアイマークパートナーズ（以下「乙」という｡）とは、
次の条項により「参議院ホームページのデザインリニューアル業務」（以下「請負業務」と
いう｡）に関し、以下のとおり契約を締結し、信義に従って誠実にこれを履行するものとす
る。

（契約の目的）

第1条 乙は、別紙仕様書に記載の請負業務を行い、甲は乙に対し本請負業務の対価とし
て契約金額を支払うものとする。

2 前項の仕様書に明記されていない事項があるときは、甲乙協議して定めるものとする。
、
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（契約金額）

第2条 契約金額は、金294，481円（請負代金267，710円並びに消費税及び
地方消費税26，771円の合計額）とする。

2 前項に規定する消費税及び地方消費税額は、消費税法（昭和63年法律第108号）
第28条第1項及び第29条並びに地方税法（昭和25年法律第226号）第72条の
82及び第72条の83の規定に基づき、請負代金に100分の10を乗じて得た金額
とする。

く

（契約期間）

第3条 本契約の契約期間は、契約締結日から令和8年12月28日までとする。

（契約保証金）

第4条 契約保証金は、免除するものとする。

（履行場所）

第5条 履行場所は、別紙仕様書のとおりとする。

（権利義務の譲渡）

第6条 乙は、本契約によって生じる権利又は義務を第三者に譲渡し又は継承させてはな
らない。ただし、甲の書面による承諾を得たときはこの限りではない。

（再委託の取扱い）

第7条乙は､本件業務の全部を一括して第三者に委任し､又は請け負わせてはならない。
2 乙は、業務の一部（｢主たる部分」を除く｡）を第三者に委任し、又は請け負わせよう

とするとき（以下 ｢再委託」という｡）は、あらかじめ再委託の相手方の住所、氏名、再
委託を行う業務の範囲、再委託の必要性及び契約金額等について記載した書面を甲に提
出し､承諾を得なければならない。

3 乙は、前項の再委託に関する書面の変更を行う必要が生じた場合も、前項と同様に再
こよる承認を受けなければならない。

より第三者に委託した場合は、その第三者の選任及

甲に対して責任を負う。

Ｆ
Ｌ



第8条 乙は甲が秘密であることを示して乙に開示する又は乙が知得する際に甲から秘
密であることが示されていた情報については、請負期間中はもとより、本請負業務の完
了若しくは中止、又は本契約が解除された後においても、守秘義務を負うものとする。
ただし、次の各号のいずれかに該当する情報については、この限りではない。

(1) 開示を受け又は知得した際、既に乙が保有していたことを証明できる情報
(2)‘開示を受け又は知得した際 既に公知となっている情報
（3） 開示を受け又は知得した後、乙の責によらずに公知となった情報
(4) 正当な権限を有する第三者から適法に取得したことを証明できる情報
（5） 甲から開示された情報によることなく独自に開発・取得していたことを証明で
きる情報

（6） 第三者に開示することにつき､書面により事前に甲の同意を得た情報（ただし、
甲が同意した特定の第三者に対して情報を開示する場合には､当該第三者に対する
情報の開示についてのみ本条に規定する守秘義務が免除される巷のとする｡）

2前項の有効期間ほ､本請負業務の完了若しくは中止、又は本契約が解除された日の翌
日から起算して5年間とする。ただし、甲は、乙と協議の上、この期間を延長し、又は
短縮することができるものとする。 ‘

3 乙は、本請負業務の完了時若しくは中止時、又は本契約の解除時、原則、第1項によ
り乙に開示された又は乙が知得した情報を甲に返却、再生不可能な状態に消去又は廃棄
の上その旨を証する書面を甲に報告するものとする。ただし、やむを得ず､返却､ 消去
又は廃棄できない場合、当該情報のセキュリティを確保した管理について、甲の承認を
得ること。その場合であっても、原則として、5年以内に当該情報を返却、消去又は廃
棄するものとする。

4 乙は、第1項により守秘義務を負う情報の漏えい、滅失及び殼損等の事故が生じたと
きには、直ちに甲に対して通知し、必要な措置を講じるとともに、その事故の発生から
7日以内に、その事故の発生場所及び発生状況等を詳細に記載した書面をもって甲に報
告し、甲の指示に従わなければならない。

5 第7条第2項に基づき請負業務の一部を第三者に委任又は請負させる場合、乙は当該
第三者に対し、第1項から前項に定める措置を遵守させるものとする。

○

（セキュリティ問題についての事前協議）

第9条 乙は、この契約の履行にあたり、セキュリティ上の問題が発生する恐れがあると
認められる場合には、事前に甲と協議を行うものとする。 ○

（監督）

第10条 甲は、この契約の履行に関し、甲の指定する監督職員（以下「監督職員」とい
う｡）を定めたときは､ その氏名を乙に通知するものとする。また、監督職員を変更した
ときも同様とする。

2 甲は、監督職員に乙の請負業務を監督させ、必要な指示をさせることができる。‐
3 監督職員は、次に掲げる権限を有する。

(1) 契約の履行についての乙に対する指示、承諾又は協議

（2）本契約書及び仕様書の記載内容に関する乙の確認又は質問に対する回答’
（3）業務の進捗状況の確認及び履行状況の監督

と

（業務内容の変更等）

第11条 甲は、必要がある場合には､ 乙と協議して請負業務の内容を変更し、又は、請
負業務を一時中止し、若しくは請負業務の一部を打ち切ることができる。

2 甲及び乙は､ 本契約締結後、経済情勢の変動、天災地変、法令の制定または改廃その



他著しい事情の変更により、本契約に定める条件が不適当となったと認められる場合に

は、協議してこの契約を変更することができる。

3 前2項の場合において、本契約に定める条項を変更する場合には、甲乙協議して書面
・により定めるものとする。

（検査）

第12条 乙は、請負業務を完了したときは、業務完了に関する報告書を甲に提出し、甲

又は甲が検査を行うものとして定めた職員（以下「検査職員」という｡）の検査を受けな
ければならない。

2 甲又は検査職員は、前項の業務完了に関する報告書の提出を受けたときは、その日か

ら起算して10日以内に履行の完了を確認するための検査を完了し、当該検査の結果を

乙に通知しなければならない。

3 乙は、第1項の検査に合格しないときは、直ちに修補を行い、甲又は検査職員による
再度の検査を受けなければならない。

（契約不適合責任）

第13条 乙は甲に対し、甲の検査後1ヶ年、請負業務に関し発見された重大な契約不適

合について、是正措置を講ずる義務を負うものとする。

2 前項の契約不適合が乙の故意又は重過失によるものである場合は、乙は甲に対し、甲

が契約不適合を発見したときから1ヶ年、是正措置を講ずる義務を負うものとする。

3 前2項の是正措置に要する費用は全て乙の負担とする。ただしく契約不適合の原因の

一部が甲の指示によるときは、甲乙協議の上、費用の負担について定めるものとする。

4 甲は、第1項及び第2項に定める期間内において、成果物に関し契約不適合を発見し

た場合には、遅滞なく乙に通知するものとする。

で

（請求及び支払）

第14条 乙は、第12条の検査に合格し、甲又は検査職員から履行完了の確認の通知を

受けたときは、契約金額の支払いを甲に請求するものとする。

2 甲は、乙から前項による適法な支払請求書を受理したときは、受理した日から起算し

て30日以内にその代金を支払わなければならない。

（遅延利息）

第15条 甲は、自己の責に帰すべき理由により、前条第2項に規定する期間内に請求金

額を支払わなかった場合は、期間満了の日の翌日から起算して支払の日までの日数に応

じ、未支払金額に対し政府契約の支払遅延防止等に関する法律（昭和24年法律第25

6号）第8条の規定に基づき、遅延利息を乙に支払うものとする。

〔

（契約の解除）

第16条 甲は次の各号の一に該当するときは、本契約の全部又は一部を解除することが
できる。

(1) 乙において正当な理由なくして契約を履行しないとき、又は甲において誠実に

その履行の義務を果たさないと認めたときであって、これにより甲が本契約の目的
を達成することができないとき。

（2） 乙の責に帰すべき事由により本契約の目的が達せられないため、乙から解除の
申し出があったとき。

（3） 乙が本契約を履行するにあたり、乙又はその代理人若しくは使用人等に不正な

行為があったとき、又は甲の職務を妨げたとき。



（4） 乙が破産手続開始の決定を受け、又は無能力者になったとき。

（5） 甲の都合により本契約の全部又は一部の解除を必要とするとき。

(6)／乙が次のいずれかに該当するとき。

イ 役員等（乙が個人である場合にはその者を、乙が法人である場合にはその役員
又はその支店若しくは常時契約を締結する事務所の代表者をいう。以下この号に

おいて同じ｡）が、暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成3年法

律第77号6以下「暴力団対策法」という｡）第2条第6号に規定する暴力団員

（以下「暴力団員」という｡）であると認められるとき。

ロ 暴力団（暴力団対策法第2条第2号に規定する暴力団をいう。以下同じ｡）又は

暴力団員が経営に実質的に関与していると認められるとき。

ハ 役員等が、自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損

害を加える目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用するなどしたと認められる
とき。

二 役員等が、暴力団又は暴力団員に対して資金等を供給し、又は便宜を供与する

など直接的あるいは積極的に暴力団の維持、運営に協力し、若しくは関与してい

ると認められるとき。

ホ 役員等が、暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有していると

認められるとき。

へ 下請契約その他の契約に当たり、その相手方がイからホまでのいずれかに該当

することを知りながら、当該者と契約を締結したと認められるとき。

ト 乙が、イからホまでのいずれかに該当する者を下請契約その他の契約の相手方

としていた場合（へ に該当する場合を除く。）に、甲が乙に対して当該契約の解

除を求め、乙がこれに従わなかったとき。

2 甲は、前項第5号の規定により本契約を解除したときは、既済部分について検査を行

い、当該検査合格部分に相当する代金を支払わなければならない。

3 甲は、第1項のほか、乙が契約を履行しない場合には、相当の期間を定めてその履行

の催告をし、その期間内に履行がないときは本契約の全部又は一部を解除することがで

きる。

4 乙は、甲が本契約に定める義務に違反したことにより、本契約の目的を達する見込み

がないと認めたとき、本契約の全部又は一部を解除することができる。

○

○（違約金）

第17条 甲が、本契約の全部又は一部を解除した場合で、その理由が前条第1項第1号
から第3号まで若しくは第6号又は前条第3項の規定に該当するときは、乙は甲の指定

する期日までに解除部分に対する契約金額 (単価契約の場合は、契約単価に予定数量を

乗じて得た額）の100分の10に相当する額を違約金として、甲に納付しなければな
らない。

2 前項の規定は、甲に生じた現実の損害額が同項の違約金の額を超える場合において、

その超過分につき、甲が乙に対し損害の賠償を請求することを妨げるものではない。

（損害賠償）

第18条 甲が第16条第1項第5号の規定により、又は、乙が第16条第4項の規定に
より、本契約の全部又は一部を解除した場合に乙が損害を受けたときは、乙は損害の賠

償を甲に請求することができる。

2 乙が請負業務の履行にあたり、故意又は重大な過失により甲の施設又は備品等に損傷
等の損害を与えたときは、その損害を賠償しなければならない。この場合の損害額は、
甲乙協議して定めるものとする。



3 乙は、本契約を履行するにあたり、第三者に損害を与えたときは、乙の負担において

その損害の賠償を行うものとする。ただし、その損害の発生が甲の責に帰すべき理由に

よる場合においては、この限りでない。

（知的所有権、著作権）
■

第19条 成果物に係る知的所有権、著作権の帰属は、仕様書による。

（紛争の解決）

第20条 本契約について、甲乙協議を要するものにつき協議が整わないとき、又は甲と

乙との間に紛争が生じたときは、甲の指定する公的機関に解決の斡旋を依頼し、その解

決を図るものとする。

2 前項の規定による紛争の解決のために要する一切の費用は、甲乙平等の負担とする。

（談合その他の不正行為に対する措置）

第21条 乙は、本契約に関して次の各号の一に該当したときは、甲の請求に基づき、本

契約による契約金額（契約締結後、契約金額の変更があった場合には、変更後の契約金

額）の100分の10に相当する金額（以下この条において「違約金」という｡）を甲の

指定する期日までに甲に支払わなければならない。なお、本契約の履行が完了した後に

おいても、同様とする。

(1) 乙が私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律（昭和22年法律第54

号。以下「独占禁止法」という｡）第3条の規定に違反し、又は乙が構成事業者であ

る事業者団体が同法第8条第1号又は第2号の規定に違反したことにより、公正取

引委員会が乙に対し、同法第7条の2第1項の規定に基づく課徴金の納付命令を行

い、当該納付命令が確定したとき。

（2） 乙（乙が法人の場合にあっては、その役員又は代理人、使用人その他の従業員）

に対し、刑法（明治40年法律第45号）第96条の6又は独占禁止法第89条第

1項若しくは第95条第1項第1号に規定する刑が確定したとき。

（3） 乙（乙が法人の場合にあっては、その役員又は代理人、使用人その他の従業員）

に対し、刑法第198条に規定する刑が確定したとき。

（4） その他乙が前各号に規定する違法な行為をしたことが明白となったとき。

2 前項に規定する場合においては、甲は、本契約を解除することができる。

3 乙は、契約の履行を理由として、第1項の違約金を免れることができない。

4 第1項に規定する場合において、指定の期日までに違約金を支払わなかった場合は期

間満了の日の翌日から起算して支払いの日までの日数に応じ、国の債権の管理等に関す

る法律施行令（昭和31年政令第337号）第29条第1項に定める率の割合で計算し

た額の遅延利息を甲に支払わなければならない。

5 前各項の規定は、甲の乙に対する損害賠償請求を妨げるものではない。

く

（個人情報の取扱い）

第22条 甲は乙に対し、甲の保有する個人情報を開示する場合、当該個人情報を特定し、

個人情報である旨を明示しなければならない。

2 乙は個人情報の開示を受けた場合、次に定める個人情報の管理に必要な措置を講じな

ければならない。

(1) 個人情報を入力・閲覧・出力できる作業担当者及びコンピュータ端末を限定する

ものとする。

（2） 請負業務の作業場所は、入退管理を適切に実施している、物理的に保護された室

内とする。



（3） 紙媒体・電子データを問わず、開示を受けた個人情報については厳重な保管管理

を実施するものとする。

（4） 個人情報の返却に当たっては、書面をもってこれを確認するものとする。

（5） 不要となった個人情報は、再生不可能な状態に消去するものとする。

3 第7条第2項に基づき請負業務の一部を第三者に委任又は請負させる場合、乙は当該
第三者に対し、前項に定める措置を遵守させるものとする。

4 開示を受けた個人情報に関して、情報の改ざん、漏えい等のセキュリティ上の問題が

発生した場合、乙は直ちに甲に報告するとともに、甲の指示に従い、問題解決にむけて
確実に対策を講じなければならない。

（存続条項）

第23条 甲及び乙は、本請負業務を完了若しくは中止し、又は本契約が解除された場合
であっても、次に掲げる事項については、引き続き効力を有するものとする。

(1) 各条項に期間が定めてある場合において、その期間効力を有するもの

第8条各項（第3項を除く。）に規定する事項

（2） 各条項の対象事由が消滅するまで効力を有するもの

第8条第1項及び第3項から第5項までに規定する事項 ○

（相殺）

第24条 甲は、乙が甲に対して支払うべき金銭債務がある場合には、この契約に基づき
乙に支払うべき契約代金と相殺することができる。

（その他）

第25条 本契約に関して、疑義を生じたとき、又は本契約に定めのない事項については、

甲乙協議して定めるものとする。

○



『

I

本契約を証するために、本書を2通作成して、甲・乙それぞれ記名押印のうえ、各自1通

を保有する。

I

令和8年5月29日

甲 東京都千代田区永田町1－7－1

支出負担行為担当官

参議院庶務部会計課長 上村 階

東京都葛飾区東新小岩1

デュオシティイースト

アイマークパートナーズ

－18－10－313乙

●代表 明石
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参議院ホームページの

デザインリニューアル業務に関する仕様書
く

】

〔

令和8年4月

庶務部広報課



第1．はじめに

参議院インターネットホームページ(hitp://wwW. sangiin. go. jp)は､平成21年4月に

リニューアルを行い現在の形式で情報を提供しているが、スマートフォン等が広く普及し

たことにより、様々なデバイスに対応した視認性の高い、訴求力のあるページデザインが求

められている。

以上の理由から、参議院の発信力強化及び本院ホームページの利便性の一層の向上に資
するため、トップページを含むデザインのリニューアルを本仕様書に基づき行うこととし、

その業務においては、外部事業者に委託し実施する。

1． 事業者要件

過去に、国及び地方公共団体等のホームページ制作を実施した実績があること。

※事前提出書類として、実績に関する仕様書、契約書等を提出すること。
○

2． 期間

契約締結日から令和8年12月28日まで

第2・業務範囲

1．対象サイト

・ URL : httD s : //www.s anRiingo.ip/

2.デザイン原案の提供と改善案等の提示及びデザインの決定

参議院は、トップページ及び主要下層ページのデザイン原案（レイアウト案、色指定、情

報構造案、挙動を含む）を提供する（別紙参照)。 受注者は、当該原案の構成・意図を踏ま

えつつ､改善提案を含む複数のデザイン案を作成する。デザインの決定は､参議院において、

本院原案と受託者側デザイン案を基に決定する。
0

3．作成するHTML等の仕様

作成するHTML等については、テキストエディタにより広報課の職員において編集が可能

なものとすること。※CMSの使用はなし。

4．技術的助言

本業務において納品されたHTMLテンプレート等を基に､担当職員において実際のHTMLの

置き換え作業を実施するため、Web上で正常に表示されない場合等が発生した際には、受託

者において技術的助言(HTML及びCSSのコーディング等）を行うこと。



5．数量表（作業項目一覧）

作業項目 内 容

原案の意図・構成の確認、打合せ

数量 単位NC 備考

デザイン原案の受領

確認

式1

１

原案を基にしたトッ

プページデザイン案

PC/レスポンシブ対応2 式 修正2回まで1

原案を基にした下層

テンプレートデザイ

ン案

PC/レスポンシブ対応

・共通デザインページ①及び②

3 式 修正2回まで1

採用案の見本作成 トップ＋主要下層

採用案に基づきHTML及びCSSについて

は､担当職員においても編集が可能なものと

する。

・トップページ（1頁）

・共通デザインページ①及び②（2頁）

アイコン・ピクトグラム等

4 式 形式は受託者に一任1

採用案の

HTML/ C S S/JS等

コーディング

・レスボンシプ対応必須

・各ページに標準､拡大、

最大の挙動を実装

5 式1

て
画像素材作成6 占

J1、､ PNG/JPG/SVG15

ナビゲーション改修 グローバルナビゲーション等

７

式1

8 アクセシビリティ対応 JIS X 8341-3:2016 AA準拠

Chrome/Edge/Sa ari/Firefbx

現行のホームページと同等

式 チェックリスト提出1

動作確認9 式 PC/SP両方1

表示速度最適化10 式 主要ページ対象1

作業報告書作成 全工程の記録11 式 PDF形式11

納品後の軽微修正 文言・画像差替え等12 納品後1か月以内2 回’

技術的助言 第2・業務範囲の4．技術的助言のとおり 契約期間内13 式I

6．最新の高齢者・障害者等に配慮したウェブコンテンツの設計指針を定めた規格(JIS

X8341-3)への適合

上記l～3については、参議院ホームページのウェブアクセシビリティ方針及び最新の

高齢者・障害者等に配慮したウェブコンテンツの設計指針を定めた規格(JIS X834

1－3）に準拠したHTMLの記述を行うものとする。

7．対応ブラウザ

本業務に当たって、対応するインターネット閲覧用ソフトウェア（ブラウザ）は以下のも

のとする。それ以外のブラウザでも、記述しているテキスト等を表示（レイアウトについて

は不問）できるように配慮することとする。

・対応インターネット閲覧用ソフトウェア（ブラウザ）

Microsoft Edge，Mozilla Firefox，Google Chrome，Safar i

8．テストページの確認

受託者は、上記l～7に準拠し作成されたページについて、受託者が用意する環境におい



て、担当職員に対し、ウェブ上においてテストページを提示すること。

9．コンテンツの公開

本仕様書に基づいて作成したコンテンツを公開する際には、本院が運用するWebサーバ

のテストサイト等※を利用し、表示状況や動作が正常であるか確認する。

テストサイト等に問題があった場合、受託者は、担当職員と協議の上$問題を解消するこ

と。

テストサイト等に問題がないことを確認した後、公開サーバにアップロードする。

また、Webサーバへのアップロード作業は、担当職員において実施する。

※テストサイト等

参議院事務局で運用している公開Webサーバ(| 】 である。

○10．本院が提供する範囲

受託者が本業務を行うに際して、本院は、原案のほか以下のデータを提供する。

(1)現在公開している参議院インターネヅトホームページについてのデータ(HTML及び

各種画像データを含む）

（2）現在の本院インターネットホームページのサイト構成表等の基礎的データ

（3）新規作成するコンテンツについてのテキストデータ及び写真等の画像

第3・成果物に関する事項

1．成果物

成果物は下表のとおりとする。

表 成果物一覧

0霧蕊蕊驚灘蕊蕊蕊’
契約締結後速やかに作業体制表コンテンツ作成段階

契約締結後速やかに作業工程表

コンテンツ導入に係る納品物一式

･ HTML (トップページ、コンテンツの共

通デザインページ､個別コンテンツページ）

･ CSS、JavaSCript等

・画像

担当職員と協議の上決定コンテンツ納品段階

会議終了後5日以内（国会

機関の休日を除く）

議事録その他

全ての業務終了後提出業務完了報告書



2．成果物の概要

（1） 作業体制表

本業務における受託者側の連絡先を含む作業体制表

（2） 作業工程表

本業務における業務の着手から納期までを示す作業工程表

（3） コンテンツ導入に係る納品物一式

参議院ホームページにおいて公開するために必要な納品物一式（画像やHTML等）

（4） 議事録

受託者と担当職員において実施された全ての会議及び打合せの議事録
『

（5） 業務完了報告書

全ての業務終了後に提出する報告書

書式等は、担当職員の指示によるものとする。

3．成果物の納品方法

成果物の納品は次のとおりとする。

･データを収納した記録媒体又は電子メールによりデータを納品する。

納品に際しては、適切な情報セキュリティ対策を講じること。なお、受託者が、他のより

円滑な納品方法を希望する場合には、あらかじめ担当職員に提案し協議すること。その納

品方法のために必要となる環境等は受託者の負担により用意すること。

･データを送付又は送信した際には、速やかにその旨を担当職員に通知する。担当職員が当

該データを受領し、正確な作動を確認したことを受託者に通知した時点で､成果物が納品

されたものとみなす。

〔

｢コンテンツ導入に係る一式」の納品形式については、本院サーバにおいて、容易に公開

状態にすることができる状態で送付又は送信すること。また、不正プログラム対策ソフト

ウェアによる確認を行うなどして、成果物に不正プログラムが混入することのないよう

適切に対処すること。

4．成果物の納品場所

参議院事務局庶務部広報課とする。



第4･作業の実施体制及び方法に関する事項

1．窓口

参議院事務局庶務部広報課とする。

2．作業場所等

本業務の作業場所､その他必要となる環境については､受託者の負担により用意するもの

とする。ただし、業務を実施する上で本院内にて作業することが必要な場合には、あらかじ

め担当職員と協議すること。

第5・作業の実施に当たっての遵守事項

1．法令遵守

受託者は､本業務に係る請負業務全般において各種法令を遵守し､別途法令等に定められ

た手続が必要な場合、あらかじめ担当職員から手続を行うことにつき了解を得た上で､その

手続を行い、手続完了後にはその旨を担当職員へ報告すること。

○

2．契約不適合責任

参議院事務局庶務部広報課による成果物の検収完了後､本業務の成果物において、明らか

な不備等の契約不適合が認められる場合は、担当職員と協議の上、受託者は無償で是正処理

を実施すること。なお、本業務の契約不適合責任期間は、検収完了後1か年とする。

3．情報セキュリティ基本方針の遵守

本業務を実施するに当たり、最新の「政府機関の情報セキュリティ対策のための統一基準

群」及び「参議院情報セキュリティポリシー」以下の諸規程に則り情報を取り扱うこと。 0

4．参議院ホームページのガイドライン等の遵守

参議院ホームページは次のとおりガイドライン等を定めているため、本業務を実施する

に当たっては、これらを遵守すること。

なお、受託者はこれらを事前に閲覧することができる。

・参議院ホームページガイドライン

・参議院ホームページウェブアクセシビリティ方針

5．守秘義務

受託者は､業務に関して知り得た事項について秘密を厳守すること。特に本業務を行うた

め本院から提供する資料及び情報については、情報漏洩を防止するための適切な措置を講

ずること。



第6・著作権等に関する事項

1．成果物の著作権等帰属

参議院事務局庶務部広報課に納品された成果物に関する権利（著作権法第21条から第2

8条に定める全ての権利を含む｡）及び知的所有権は、引渡し時に本院に移転するものとす

る。また、受託者は、成果物に関する著作者人格権は行使しないものとする。

2．既存著作物の取扱い

納入される成果物に第三者が権利を有する著作物（以下「既存著作物」という｡）が含ま

れる場合には、受託者が当該既存著作物の使用に必要な費用の負担及び使用許諾契約に関

わる一切の手続を行うこと。この場合、受託者は、当該既存著作物の内容について事前に本

院の了承を得ることとし、本院は、既存著作物について当該許諾条件範囲内で使用させるも

のとする。
く

第7・その他

･本業務は、本仕様書に基づき、担当職員と随時協議して、誠実かつ完全に業務を実施する

ものとする。

･本業務を遂行する上で作業内容等に疑義が生じた場合又は情報通信分野の環境変化等に

より本業務の内容を見直すことが適当と本院が判断する場合は、直ちに担当職員等と受

託者が協議を行い対処するものとする。

（



’トップページ案
’

令和6年度決篁の概要報告・質疑 更新日‘令和7年'2月3日 鯵翰鱗議●鶴 ‘‘

鍵･…"‘－蕊
＆

鋤参議膿の動ゞ
会議の案内

会議の予定が確認できます

I

蝋撫
ー…....． …身

I参議院御ﾀｰﾈﾂﾄ審議 笛
＆ 参 凡

圏含議事堂

識 （…"多ャ鯵参観

③参露議塞議申縫x公式ｱｶｳﾝﾄ
（

りふ 議会情報

I蝋

、1

~I

、
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
ｊ
、
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
侭
膿
Ｉ
１
ｉ
Ｉ

；

一

一
一

恵

f

〃
町
ｑ
、
ｉ
３
ｑ
９
ｔ
心
も
ｆ
４
ｔ
、
！
‐
９
１
珊
分
ｌ
１
Ｆ
Ｈ
２
＄
１
ｔ
、
〆
０
０
日
１
１
８
師
４
１
●
８
８
７
１
１
０
８
１
６
Ｊ
塵
ｌ
Ⅱ
１
０

｜

I

i
上

！
議員情報 参議院公報今国会情報

〆
１
１
１

、
野
１
１
、
‐
１
１
唇
仔
酪
Ｆ
ｆ
ｆ
ｌ
ト
ー
Ｆ
２
ｌ
ｔ
ｔ
ｌ
１
ｌ
１
４
ｊ

ー垂､、

１
１
１
１

●ＩｆＩＩ１ｌＩＩｉ，！》《く１’…ｌくＩｉＩｊ１夢ｉ″ｔ歌一
Ｆ
鍵

会議録情報 本会議投票結果 議案情報

！
Ｉ
！

ｒ
‐
‐
‐
‐
Ｌ
ｆ

、ＩＩＩＩｉＩＩＩＩ》『ｉｌＩＩｌＩｌＩＩ

請 願質問羊意書 国際関係

ライブラリー



▲

1 参観・傍聴・体験プログラム

１
１
１
１
１
１
７
１
１
１
’
１
１
１
１
》

ゴ
ー
Ｉ
ｕ
ｌ
ｉ
ｌ
Ｉ
…
’
１
３
１
２
３
冊
１
１
１

『

１
１ 体験プログラム傍 聴参 観

I

銑各種資料
Ｉ
Ｉ

参議院関係法規等国会の基礎知識 参議院改革
I

I

１
１キッズページ映像コンテンツ調査室作成資料

○

で
や
り
Ｆ
１
§
ｔ
２
１
Ｉ
ｔ
ｔ
４
３
１
、
１
勺
ぞ
い
な
夢
Ｉ
Ｆ
Ｅ
手
心
‐
暉
目
乱
好
く
＄
２
糸
鄙
王
３
副
”
趾
５
斗
牙
呼
斗

、
ご
ｉ
ｆ
１
Ｉ
２
毎
ｊ
ｑ
ｈ
ｆ
４
〃
秒

、
ｇ
ｆ
５
ｆ
ｇ
卓
Ｆ
ｐ
Ｕ
皇
５
ｆ
隈
も
１
３
＄
ぞ
ｆ
５
１
５
ｆ
Ｊ
ｆ
９
ｐ
Ｌ
ｑ
才
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
Ｊ
ｆ
＄
ｆ
ｆ
＃
１
４
ｈ
４
Ｊ
ｆ
１
１
ｆ
●
３
，
６
〃
９
グ
ー
１
５
１
１
凸
０
１
１
ｔ
砂
３
１
１
、
Ｉ

（

⑲
ｆ
唾
心
Ｐ
Ｊ
ｆ
ｆ
Ｉ
Ｆ
ｆ
１
６
・
ｊ
ｌ
ｉ
ｆ
９
㎡
５
１
Ｊ
‐
１
Ｇ
㎡

ｌ
・
Ｉ

Ｌ
‐
ｌ
ｊ
ｌ
‐
ｆ
’
４
１
‐

請願･地方議会からの
意見書の提出

参議院議員の

資産等報告書等の閲覧
政策担当秘書資格試験

』

●
Ｉ
Ｆ
Ｊ
？
ｉ
ｆ
＄
ず
＃
！
ｒ
ｆ
Ｆ
ｆ
ｔ
ｒ
ｊ
ｆ
Ｆ
ｆ
岨
弗
ｆ
ｆ
Ｊ

函

》

恥

幹

ｒ
Ｉ
１
Ｉ
１
ｌ
』
〆
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ

参議院事務局における

公益通報対応|こついて事務局の情報公開 参議院事務局の個人情報保護
i
奇

調達関連情報

仲
ｆ
ｆ
３
Ｆ
“
８
Ｆ
騨
卍
も
Ｉ
６
Ｇ
１
ｆ
ｌ
１
１
ｆ
”
■
Ｉ
１
ｆ
ｌ
ｌ
４
、

１
ｉ
，

参議院施設における

画
く
Ｐ
ｆ
ｌ
ｆ
々
ｊ
ｆ
ｊ
課
ｆ
Ｆ
ｆ
ｏ
ｆ
歩
ｆ
伊
侶
Ｄ
３
ｉ
４
Ｆ
，

参議院事務局の

障害者差別解消対応要領 バリアフリー化轄備について

《’＃Ｉｉ，ＩＩＩｉＩｆ

その他

○

一一1 蕊採用情報鴬事務局からのお知らせ

'淳･隼:死侭”;苧家〆‘響･ノブ&￥圭 臨､屍屍式輯7F霊L'”こ鞍ﾉ、 r鼬昌$々｡ﾉ芦篭W､Aふし､jこち'ヴ
ー

ヲα

令海8年目員悪日緋）かjう藏月27日橇〉の3皇競 ;=鰹塑塑萱溌旦』
I"一ー…"……"…………"…:………………“…‐~… …‐~……"…；

慰撫熱磯黛鍵鍵畿熱
借入等』に綴る鐘巽箸鯵トーI穰準美済システム 壽燈代り鰯黙祷省逼

1BZpe)

。いて｛令海ｧ年lC員Z9金担
一》

，

星1-
I

’
参議院法制局繕潅計雲霧実嶽f潟について（令迩

＝

B毒篝鐺塞誇晨に舞了罹謹害者灌謹 Z
Z亭9t封E曇桑辿H$まぜ。｢ロ盈謎釦L宜冒

'4唾雲人

|1,",,""ic"鬮会事故調｜p蕃讓簿を龍つだ不垂な零蕊に着達意下きい

華

一
‐
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
Ｉ
‐
‐
Ｉ
‐
‐
‐
‐
峰

貢ヨご意見ご質問
Ibq,ザｰ_己静引輻斡IF■1--全一‐…－〃~－－W一一一咽一… …￥J聖 ………LIA犯曲■恥U”I岨v韓埼革－－ … 、鍋袖も…… …



レスポンシブデザイン

唖参
議
院

~

メニューをクリック議
院 …… … 一ｒ

！……ｉ：……………‐……ｉ、一●Ｉ畷１１，１Ｌ
－１１１，１Ｉ！》

＝ 啓 一 …一一一
一一一一一齢、貞一

率

鳥

一言｜ず

HouSeofCouncillors

Ｓｒ

ｉ
ｋ

ｆ
－

ｅ
仁

晦
ｍ

ｌ
ｌ

Ｄ
Ｏ

Ｈ
Ｃ

Ｓｒ

ｉ
ｋ

ｆ
－

ｅ
仁

晦
ｍ

ｌ
ｌ

Ｄ
Ｏ

Ｈ
Ｃ

）』

ー…~~△~…、

④I議会情報
一ーー－ 1ー一一…

》
》

一一Ｆ
Ｉ
Ｌ

ー頃

Ⅸ一一夢一一一一一一一一

一

雲一一一一~－7

el参観｡傍聴･体験プログラム
全一屋一①｜時 →…巫 跨 麺 一涜守 需 守晶玲贈宇？､詞一室云 一ゴ ー 唾q蚕 =￥…

令和6年度決蔓の概要報告

識 鱗

質疑
更新日:令和7年12月3日

舗 鶏 ● 無 11

！
ｒ
Ｉ
Ｉ

》密画廊一《一吟今陸酔率一噸』一輯辱奇巴幸琴』”宰阜一一一一鐸命飼臨幸酔錘《今竪妙齢一唖唖壁幽鐸巽幹輔嘩雫 一
‐
…
票
馴一

各種資料一群》》一幸奉騨唯一》嘩罫吟雨呼唖侭詩
ー一ー‐ー．‐‐ーひ壷＝.ー一一一一＝一…＝…~画一…一一一‐武一“雨一宰壺一寺－－雷や…、

I

参議院の動き
ー一壷一一一一串一恵一＝ ー……

ｉ
Ｉ

ご案内

ー“,＝ ザ ー L一 三一一画 一

一一…鏡、

副
……=）

く 一壱－---- --座垂一一斗.鐸ノや 龍 一 一一一‐一 ＄ －－－－音-琶 一ご＝

辞I…一…－坪………－－一一錘一

1

笹
ｆ
ｊ
Ｉ
ｆ
心
叶
呼
ｆ
ｊ
５
３
ｆ
印
，
１
３
も

会議の案内
一一

会議の予定が確認できます。

等 議会情報の①をｸﾘｯｸ

／

I一息 ’参議院議長あいさつ
t
、

参寺参議院インターネット審議中継 霧

ofCouncillorsHouse

⑬参議院審議中繼x公式ｱｶｳﾝﾄ １
１

議会情報 e ’
｛

…
＞ 議員情報

＞ 今国会情報

＞ 参議院公報

＞ 会議録情報

＞ 本会議投票結果

＞ 議案情報

＞ 質問主意書

＞ 請願

＞ 国際関係

> ﾗイブラリー

〔

錨議会情報

＃
則
子
ｆ
４
弘
吐
や
耶
垂
３
３
刃
＆
財
ｉ
１
ｊ
ｆ

議員情報

､ f~~~~~~~~~~･~~~~ﾏﾏ､

|i
l1
1 H
i I

iサ
ノ 屯

可
I

玲翠－4…野寺齢､'

一……》
’
’

一 一一

一弓
1
1

｛
｜

",,,v-…=“F〃

一1
1

今国会情報

Ｉ
！

’ 会議録情報参議院公報
’

④参観･傍聴･体験プログラム
I~ r－F… 晶 背 録 FAI糾 隼 J一 生『母型PFF虹 一一〃一一 一 一 一一 一 一一一 一一一一

一
投

一

挙
我

二
堂
口

今云

一
本

畢
背

少１３１１１１１１１３６路鐸苓ＪＩｉ６６ｙｆＩ６Ｉ７，一一；多〃琴３１別３３；；』

票結果 議案情報 ｒ
Ｉ
Ｉ
…
１
２
１
》

ず
ｉ
Ｊ
ｉ
１
Ｉ
Ｉ

戸 孕 ……合一… 生

①各種資料

ご案内

、
ｆ
～
；
ｆ
’
Ｉ
Ｉ
ｊ
ｊ
Ｉ
ｒ
４
ざ

ｑ
Ｉ
Ｉ
１
ｆ
１
４
１
ｆ
ｆ
リ

一
一

質問主意書 請 願 孟惠面恵

一,〃… 蛤.舜一型…,P－－－莎

国際関係 ライブラリー
一昔一q……一一 ￥…一一一￥￥岳一J＝一 一名一許 … 響…，砦ﾜーー

《...._ｰ



l塾 参観・傍聴・体験プログラム

’’ 参 観

’’ 傍 聴

’I 体験プログラム

皿 各種資料

I…"”I | -1 ○

鑛I |、査皇"震料’
｜ｷﾂｽﾍｰ，’

|｢－－

｜映像ｺﾝﾃﾝﾂ
,L

1迦三雪
’I 請願･地方議会からの意見書の提出

1

1参議院議員の資産等報告書等の閲覧

’ ○政策担当秘書資格試験

’事務局の情報公開

’参議院事務局の個人情報｛呆護

’参議院事務局における公益通報対応について

r一一 ‐－~~.~~－…一~一~…~…~~

I 参議院事務局の障害者差別解消対応要領
‘ ．

『

‐__一__ニー 』

I化整備についてI 参議院施設におけるバリアフリー

’L 調達関連情報
I

－

’ その他



{一~ー

’’1 事務局からのお知らせ

P鋳鍼魂禧.擁*争瞬ノL』ジブ牟浄､ 錘1竃蔚乳ﾓ員TF睾簿ﾉこα』、 §､融鄙1コ台ごUJ理j筵.W,えLもtｼこし'ふ

す尋

令和S年3月Z輻（水）から同月27曰く金）の3冒噛

f濠窒葵落シズ亭人 ｝に鶴る入札公＝ 宝
炉

いて〈令鞄7年11貝20

令釉7年5胃1s淘在の霞舅考でお嘉砦目の停覚の状況｛ （令和7年10農29炉

団一

謹鋳事童屋に誌ける鐘室者活塞謹潅誘冨の室漉状混について（令券 87年10月Z9

炉
炉

炉

塞窒 卜医i壷につ

垣っ誇不裳鮭霞翠に声津舌下声い

I…~"~……~‐
１６．１．判ｉ司翻謹榊届密》》》識§

鐡慧議鴬篝慶嘱
’

１

塁
霞
Ｉ

ｉ
蝿１ 国会事故調故;IMrI NAMCNAI

』

’

’
1甑 ご意見．ご質問 １

！

蕊
:蕊議羅

弾
帥

電
噌
憾
式
騨
愛

弾
Ｊ
言
没
岬
騨
毎
Ⅲ
‐
評

苓
串
蒔
爵
心
心

劉
溌
謬
蜜
守

鈍
ふ
う
‐
＄
伊
琿
陛
副

ｺ

§灘蕊
唾

蕊
緯
鶴

羅髄
f‘､身,4鰯

聴織
蕊額峰

議採 報駕

行政に対



’ グローバルナビゲーション

令和6年度決篁の獄要報告。質疑 更新日:令和7年12月3日 惑鱈鐙鍵●鰻’1



’ ページテンプレート案①

券議院
HouseofCouncillors

ﾄｯﾌ ＞ ●●

ﾛ鋤og
！

’●。 ’1

|＞・・
｜

で慈琴二
I

咄 ID

筍ﾄ

i
’
’

l

＞●● ＞●●

●●

】 |>･・

Ｉ
Ｊ
Ｉ|＞･・ ＞

バックナンバー ※直近10回次分を表示しています。

EIJ'四jIQQ-II
『……=一一1『…………

Ioolloo1..-.…－－…_，、……………

一
●

一

一
●

一

、
Ｉ
：
１
１
Ｊ

号

》

一
●

一

一
●
一

声
ｉ
…
…
ｉ
Ｉ
ｋ

、
１
１
畿

一
●

一

応－
１

》
●

一

一
●
－

１
』

－
１

i i……'一~.'.…談一~'"…i
j D

Iリ

｜●●
i i，舗吾.～_,…一電,.,.……澤.,一』iPQ

回次別一覧

；

I

】

〔
表示させたい垂次を選択してくださ'‘

■(回次別一莞）遺択してください

q国会会議録検ゞ
会議録は､ ｢国会会議録検索システム｣(国立国会図書館ホームページ)(別ウィンドウ

で開きます)をご覧ください。

埜却…竺澤ノ



今国会情報ページ 案
’

参議院
HouseofCounciIloTs

ﾄｯﾌ ＞ 今国会情報 ＞ 委員会

lふ 委員会

’ I●●委員会

｜
f

､'1

裸
２
１
１
１
期
ｔ
ｌ
３
ｔ
ｌ
唖
１
＄
ど
も
ｔ
町
Ｌ
４
己
や

１
１
，
ｆ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｌ
ｌ
Ｌ
ｌ
ｌ
３
１
１
１
１
ｔ
仏
叺

●●委員会

r●●委員会
－ ，._---.--..-,.一一,...,.….－－.二.－，､--.画.,_………

●●委員会V ￥

『一…一一…一X三11●●委員会
＃

k_…,,母亭….一一….垂.､.壁…,､で.…-＝"…鑑狸命､..…ず‘..狸,鑑.品.,……電‘…..……….………雪､….,.,j舎語向一…堂…墾串...､今ムーー…ノ

ー ■■■ ﾛ■■ ー ー ー ｰ 一 ー ー ー 一 一 ~ 一 一 ー ー ー ●■■■ ー 一 一 ー 一 ー ＝ －

1．所管事項 ・委員名簿 ・議案傭報 1

1.委員会日程 ・委員会経過 ・質疑項目 ，I 、--=...‐..‐....….-...-,…..,…

！．請願 、決議 、附帯決議 腰
(_.__-------.___._・_.._．.._､-.-....---"-.-..--.."､---.-.-,

V をクリックすると、点線枠内

の項目が表示される。



｜

■
ｌ
■
■
■
■
■
０
■
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ト
ー
Ｉ
Ⅱ
１
１
４
ト
ー
１
１
１
１
口
Ｉ
ｄ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐
０
１
１
１
１
１
１
１
１
Ⅱ
Ｉ
０
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
９
０
０
Ｉ
Ｉ
■
１
１
１

ノ

ｌ△

I


